
いちごドリルプリント

人類の出現と文明プリン
ト 名前

問1 古代エジプトでは、ナイル川の定期的な氾濫の時期を予測する必要から天文観測が発達しました。この文明で生み出された、1年を365日とする
暦と、王の記録や寺院の壁画などに刻まれた象形文字の組み合わせとして正しいものはどれですか。 （2023年 熊本県公立入試 類似）

1.
太陰暦と神聖文字（ヒエログリフ）

2. 太陰暦と楔形文字 3.
太陽暦と神聖文字（ヒエログリフ）

4. 太陽暦と甲骨文字

問2 イスラム教が成立した7世紀末から8世紀初め頃、日本では奈良県に高松塚古墳が造られました。この古墳の石室壁画には、古代中国の思想に基
づき、方位を守る「四神（ししん）」と呼ばれる青龍・白虎・朱雀・玄武などの動物や、当時の人々の姿が描かれています。このような壁画の
内容から、当時の日本が最も強く影響を受けていたと考えられる文化の地域はどこですか。 （2025年 千葉県公立入試 類似）

1. ローマ 2. インド 3. ペルシャ 4. 中国

問3 中国の黄河流域で栄えた古代王朝である「殷（商）」において、亀の甲羅や牛の骨に刻んで用いられ、現在の漢字の原型となったとされる文字
を何といいますか。 （2020年 三重県公立入試 類似）

1. 金文 2. 甲骨文字 3. 象形文字 4. 楔形文字

問4 紀元前3世紀、戦国時代の中国を初めて統一した人物は、北方の遊牧民の侵入を防ぐためにそれまでの防壁を連結・整備しました。この人物とし
て正しいものを次の中から選びなさい。 （2024年 京都府公立入試 類似）

1. 秦の始皇帝 2. 孔子 3. 西郷隆盛 4. フビライ・ハン

問5 日本で最初の元号とされる「大化」が使われ、大化の改新などの国づくりが進められていた7世紀の西アジアにおいて、ムハンマドによって新し
く開かれた宗教の名称を答えなさい。 （2019年 千葉県公立入試 類似）

1. イスラム教 2. 仏教 3. キリスト教 4. ヒンドゥー教

問6 1949年、相沢忠洋によって関東地方の赤土の層（関東ローム層）から石器が発見されたことで、日本列島にも土器出現以前の文化が存在したこ
とが初めて証明されました。この発見の舞台となった群馬県の遺跡の名前として適切なものを選びなさい。 （2017年 群馬県公立入試 類似）

1. 登呂遺跡 2. 岩宿遺跡 3. 三内丸山遺跡 4. 吉野ヶ里遺跡

問7 古代文明の文化や技術に関する記述のうち、古代エジプト文明について述べたものとして最も適切なものはどれですか。 （2023年 熊本県公立入試 類似）

1. 月の満ち欠けに基づいた暦が使用
され、粘土板には楔（くさび）のよ
うな形の文字が書き残された。

2. 農作業の時期を把握するために太
陽の動きに基づいた暦が作られ、神
殿の壁などには神聖文字が刻まれた
。

3. インダス川流域で発達し、印章な
どに独自の文字が刻まれたが、現在
もその多くは解読されていない。

4. 亀の甲羅や動物の骨に文字を刻み
、それを用いて国家の重大な事柄を
占う政治が行われた。

問8 日本列島における旧石器時代の人々の生活や道具の特徴について、その背景を含めて説明したものとして、最も適切な記述はどれですか。
（2023年 三重県公立入試 類似）

1. 弓矢を用いてシカやイノシシなど
の足の速い小動物を狩り、表面を磨
き上げた磨製石器を主な道具として
用いた。

2. 大陸から伝わった稲作の技術によ
り食料生産が安定し、収穫のために
石包丁などの打製石器を用いた。

3. 特定の場所に定住して竪穴住居を
営み、食料を保存するために表面に
縄目の文様をつけた土器を使用した
。

4. ナウマンゾウやオオツノシカなど
の大型の獲物を追って移動しながら
生活し、狩猟や解体には打製石器を
用いた。

問9 7世紀初め、アフリカ大陸の北東に位置し、紅海とペルシア湾に挟まれた三角形の半島において、唯一神アッラーを信仰する新しい宗教が成立し
ました。この宗教を創始した人物を、次の中から選びなさい。 （2024年 愛知県公立入試 類似）

1. ムハンマド 2. ルイ14世 3. 釈迦 4. バスコ＝ダ＝ガマ

問10 メソポタミア文明において、太陰暦や楔形文字といった文化が発達した地理的な背景として、適切な説明はどれですか。 （2016年 大分県公立入試 類似）

1. インダス川流域のような計画的な
都市構造を持たなかったため、個別
の住宅で排水を管理する必要があっ
たため。

2. チグリス川とユーフラテス川とい
う二つの大河の恵みにより農業が発
達し、収穫物の管理や記録の必要性
が生じたため。

3. ナイル川が毎年決まった時期に氾
濫するため、その時期を正確に把握
するための測量術や暦が必要となっ
たため。

4. 広大な黄河流域において、天の意
思を占うための記録媒体として粘土
が最も入手しやすかったため。

問11 イタリア半島中部に位置する都市国家から発展し、紀元前6世紀末に貴族を中心とした「共和制」が成立した後、紀元前1世紀には地中海の全域
を統一する巨大な帝国へと成長した国家の名前を答えなさい。 （2025年 和歌山県公立入試 類似）

1. 長安 2. アテネ 3. ローマ 4. バビロン

問12 古代文明において使用された文字やその特徴に関する記述として、チグリス川・ユーフラテス川流域の文明に該当する説明を選びなさい。
（2020年 大阪府公立入試 類似）

1. 牛の骨や亀の甲羅に文字を刻み込
み、主に政治のゆくえを占うために
利用した。

2. パピルスと呼ばれる植物から作ら
れた紙のようなものに、鳥や太陽の
形を模した文字を書いた。

3. 正方形の印章（スタンプ）に、動
物の図像とともに刻まれたが、現在
も解読が進んでいない。

4. 粘土を固めた板の上に、尖ったペ
ンで三角形の跡を組み合わせるよう
にして文字を記録した。

問13 日本の歴史において、鎌倉時代や室町時代が含まれる1000年頃から1500年頃までの期間を「中世」と呼びますが、この時代から「近世」へと
移り変わる大きな契機となった出来事の説明として、最も適切なものはどれですか。 （2021年 大分県公立入試 類似）

1. 律令制度が確立され、天皇を中心
とした中央集権国家が形作られた。

2. 織田信長や豊臣秀吉によって、全
国的な検地や刀狩などの政策が進め
られた。

3. 稲作が伝来し、それまでの狩猟・
採集中心の生活から農耕社会へと変
化した

4. 明治維新が起こり、欧米の制度を
積極的に取り入れた近代国家へと転
換した。
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答え合わせ・解説
問1 答え 3

太陽暦と神聖文字（ヒエログリフ）
ナイル川の氾濫はエジプトの農業に不可欠であり、その時期を正確に知るために太陽の動きを
基にした太陽暦が作られました。この暦は後にローマで採用され、現在の暦の基礎となりまし
た。また、ピラミッドや神殿の壁面に刻まれた文字は、象形文字の一種である神聖文字（ヒエ
ログリフ）と呼ばれます。選択肢にある太陰暦や楔形文字はメソポタミア文明、甲骨文字は中
国文明の特徴です。

問2 答え 4
中国

高松塚古墳の壁画に描かれた四神の思想や人物の服装は、当時の唐（中国）の文化の影響を強
く反映したものです。この時期の日本は、遣唐使などを通じて大陸の高度な技術や思想、宗教
、政治制度を積極的に導入し、国家の形成を進めていました。

問3 答え 2
甲骨文字

殷の時代には、国家の重要な事柄を占いで決めており、その結果を記録するために亀の甲羅や
牛の骨に文字が刻まれました。これがのちの漢字の直接の祖先となり、中国文明の大きな特徴
の一つとなっています。

問4 答え 1
秦の始皇帝

紀元前221年に中国を初めて統一した秦の始皇帝は、強力な中央集権体制を確立しました。北
方の騎馬遊牧民である匈奴（きょうど）の侵攻に備え、それまで各国が築いていた長城を修築
・連結して「万里の長城」を完成させました。孔子は春秋時代の儒教の始祖、フビライ・ハン
は13世紀の元（モンゴル帝国）の皇帝、西郷隆盛は日本の幕末から明治にかけて活躍した人物
です。

問5 答え 1
イスラム教

7世紀の西アジアでは、ムハンマドが唯一神アッラーの教えを説くイスラム教を創始しました
。この時期の日本は飛鳥時代にあたり、聖徳太子の政治や大化の改新（645年）が行われてい
た時代と一致します。シャカによる仏教やギリシャのポリス形成は紀元前の出来事であり、イ
エスによるキリスト教の成立は1世紀のことです。

問6 答え 2
岩宿遺跡

群馬県の岩宿遺跡での発見は、日本の歴史学において画期的な出来事でした。それまでは、火
山の噴火による火山灰が堆積した関東ローム層からは人類の痕跡は見つからないと考えられて
いましたが、相沢忠洋がこの地層から打製石器を発見したことで、日本にも氷河時代に人類が
生活していた「旧石器時代」があったことが確定しました。

問7 答え 2
農作業の時期を把握するために太陽の動きに
基づいた暦が作られ、神殿の壁などには神聖
文字が刻まれた。

古代エジプトは「ナイルのたまもの」と称されるように、川の氾濫がもたらす肥沃な土壌によ
って農業が発展しました。そのため、氾濫の周期を正確に捉える太陽暦の発達は生存に直結す
る重要な技術でした。神聖文字（ヒエログリフ）は、パピルスという植物から作られた紙に書
かれるほか、石碑や神殿に刻まれて記録として残されました。他の選択肢は順に、メソポタミ
ア文明、中国文明、インダス文明の説明です。

問8 答え 4
ナウマンゾウやオオツノシカなどの大型の獲
物を追って移動しながら生活し、狩猟や解体
には打製石器を用いた。

旧石器時代は氷河時代とも重なり、当時の人々は大型の動物を狩るために群れを追って移動を
繰り返す生活を送っていました。そのため、獲物を仕留めたり解体したりするために、石を打
ち欠いただけの鋭利な打製石器が活用されました。弓矢や定住生活、土器の使用は縄文時代、
本格的な稲作や石包丁の使用は弥生時代の特徴であり、石包丁は磨製石器に分類されるため旧
石器時代の説明としては誤りです。

問9 答え 1
ムハンマド

7世紀初めに、アラビア半島のメッカで商人をしていたムハンマドが神の啓示を受けたとして
創始したのがイスラム教です。ムハンマドは唯一神アッラーへの帰依を説き、アラビア半島の
諸部族を統合する精神的な支柱となりました。

問1
0

答え 2
チグリス川とユーフラテス川という二つの大
河の恵みにより農業が発達し、収穫物の管理
や記録の必要性が生じたため。

農業の発達により集団生活が大規模化すると、神殿での貢納品の管理や商業取引の記録が必要
になりました。そこで身近にあった粘土を利用して楔形文字が刻まれ、農業に不可欠な時期の
把握のために暦が発達しました。ナイル川の氾濫はエジプト文明、計画的な都市構造はインダ
ス文明、占いによる記録は中国文明の文脈です。

問1
1

答え 3
ローマ

イタリア半島中部の小さな都市国家から始まったこの国家は、王政を廃止して貴族による共和
制を確立しました。その後、平民の権利拡大や周辺地域への征服活動を通じて勢力を広げ、最
終的には地中海を「われらが海」と呼ぶほどの広大な帝国を築き上げました。ギリシャのアテ
ネと異なり、広大な領土を統治するための法整備や土木技術が発達した点も特徴です。

問1
2

答え 4
粘土を固めた板の上に、尖ったペンで三角形
の跡を組み合わせるようにして文字を記録し
た。

メソポタミア文明が栄えた地域では、紙の原料となる植物が乏しかった一方で、良質な粘土が
豊富に存在していました。そのため、粘土板に葦の茎などを押し当てて書くくさび形文字が普
及しました。他の選択肢は、順にエジプト文明、中国文明、インダス文明の特徴を示していま
す。

問1
3

答え 2
織田信長や豊臣秀吉によって、全国的な検地
や刀狩などの政策が進められた。

1500年代後半における中世から近世への転換は、戦国大名による領国支配や、続く信長・秀
吉による全国統一事業が背景にあります。特に太閤検地や刀狩によって武士と農民の身分が明
確に分けられたこと（兵農分離）は、近世という新しい社会構造を決定づける重要な要素とな
りました。


